
文化の違い尊重し信頼をくだ屋技研
　
を
く
だ
屋
技
研
は

物
流
・
運
搬
機
器
を

手
が
け
る
。
社
員
は

入
社
後
、
配
属
先
と

異
な
る
現
場
で
３
カ

月
の
研
修
を
受
け

る
。
最
短
で
も
１
年

間
は
寮
に
入
り
、
会

社
の
内
外
で
意
識
の

共
有
を
図
る
。
こ
の

ス
キ
ー
ム
は
外
国
人

を
含
む
す
べ
て
の
社

員
が
経
験
す
る
。

　
同
社
が
海
外
人
材

を
初
め
て
採
用
し
た

の
は
約

年
前
。
豊

富
な
海
外
経
験
を
持

つ
奥
田
均
会
長
が
知

人
の
紹
介
で
マ
レ
ー

シ
ア
国
籍
の
中
国
人

を
受
け
入
れ
た
。
こ

れ
を
機
に
外
国
人
留

学
生
ら
を
受
け
入
れ

年
後
に
は

本
格
的
に
採
用
を
始
め
た
。

　
「
日
本
人
の
社
員
を
海
外
配
属

に
す
る
と
帰
国
の
め
ど
を
付
け
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
グ
ロ

ー
バ
ル
に
展
開
す
る
中
で
こ
れ
を

ク
リ
ア
す
る
た
め
に
は
現
地
の
人

に
頼
る
し
か
な
い
」

奥
田
智
常

務

。
同
社
は
マ
レ
ー
シ
ア
と
中

国
に
現
地
法
人
を
置
く
。
マ
レ
ー

シ
ア
は
７
人
、
中
国
は
５
人
の
幹

部
社
員
が
お
り
、
現
地
従
業
員
の

採
用
ま
で
す
べ
て
任
せ
て
い
る
。

　
「
文
化
の
違
い
を
尊
重
し
、
信

頼
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
こ
と

で
う
ま
く
い
く
」
と
奥
田
常
務
は

言
い
切
る
。
「
彼
ら
は
自
国
で
の

成
功
、
我
々
は
海
外
進
出
、
目
的

が
違
っ
て
も
考
え
は
共
有
で
き

る
」
。

　
同
社
は
海
外
の
人
材
採
用
に
よ

り
、
市
場
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
中
近

東
な
ど
世
界
に
広
げ
た
。
こ
れ
に

よ
り
一
つ
の
市
場
で
景
気
が
悪
化

し
て
も
カ
バ
ー
で
き
る
バ
ラ
ン
ス

感
覚
が
身
に
付
い
た
と
い
う
。

中堅・中小のグローバル化

ベ
ト
ナ
ム
人
社
員
ら

支店でデスクワー
クをこなす舒
そう かい さん

　
を
く
だ
屋
技
研
入
社
３

年
目
の
舒

さ
ん

営
業

そ
う
か
い

部
大
阪
支
店
所
属

　
日
本
に
来
て

年
に
な

る
。
日
本
語
学
校
で
２
年

間
学
び
、
発
展
途
上
国
の

支
援
を
目
標
に
大
学
、
大

学
院
へ
と
進
学
し
た
。
就

職
活
動
の
際
に
は
他
社
も

考
え
た
が
モ
ノ
づ
く
り
の

現
場
で
学
び
た
い
と
思

い
、
縁
も
あ
っ
て
を
く
だ

屋
技
研
に
入
社
し
た
。
日

本
は
環
境
が
良
く
、
皆
礼

儀
正
し
い
。
長
い
学
生
生

活
の
中
で
出
会
っ
た
人
も

皆
優
し
か
っ
た
。

　
私
は
自
分
が
外
国
人
だ

と
い
う
意
識
は
な
い
。
外

国
人
だ
か
ら
海
外
事
業
部

な
ど
職
場
が
限
定
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
日
本
人
と

平
等
の
環
境
の
中
で
あ
れ

ば
外
国
人
留
学
生
は
も
っ

と
働
き
や
す
い
。
弊
社
の

よ
う
に
新
人
教
育
も
す
べ

て
同
じ
な
ら
、
周
り
と
同

じ
感
覚
を
持
っ
て
仕
事
が

で
き
る
。

談

「中小企業の海外人財活用セミナー」で事例発表
する（左から）中農製作所の西島大輔社長、をくだ
屋技研の奥田智常務、ナガオカの今尾清孝常務

海
外
の
息
吹
と
ら
え
勝
つ

国
際
感
覚
を
重
視
ナ
ガ
オ
カ

　
「
中
小
企
業
と
い
え
ど
も
多
様

性
は
必
要
」
―
。
取
水
技
術
や
脱

硫
技
術
な
ど
水
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

環
境
分
野
で
世
界
展
開
す
る
ナ
ガ

オ
カ
。
今
尾
清
孝
常
務
は
「
日
本

だ
け
で
物
事
を
考
え
る
の
は
時
代

遅
れ
」
と
言
い
切
る
。
世
界
を
主

戦
場
に
す
る
同
社
に
と
っ
て
顧
客

ニ
ー
ズ
の
吸
い
上
げ
も
ま
た
日
本

に
い
て
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
経
営
に
反
映

す
る
に
は
国
際
感
覚
を
持
っ
た
人

材
が
重
要
な
戦
力
に
な
る
。
「
国

際
人
」
を
問
う
と
「
語
学
力
」
と

答
え
る
日
本
人
学
生
が
多
い
が
、

「
語
学
は
あ
く
ま
で
ツ
ー
ル
」
と

今
尾
常
務
は
言
う
。

　
「
価
値
観
や
文
化
な
ど
自
分
と

の
違
い
を
理
解
し
て
こ
そ
の
国
際

感
覚
で
あ
り
、
国
際
人
」
と
言
う

の
が
同
社
の
考
え
だ
。
こ
う
し
た

感
覚
を
し
っ
か
り
持
つ
の
は
ほ
ぼ

海
外
留
学
生
だ
と
い
う
。
海
外
取

引
が
中
心
の
同
社
で
は
英
会
話
は

当
た
り
前
。
採
用
は
日
本
人
も
留

学
生
も
分
け
隔
て
な
い
が
、
丁
寧

に
事
業
内
容
や
求
め
る
人
材
を
説

明
し
て
い
く
と
残
る
の
は
日
本
人

の
留
学
経
験
者
か
帰
国
子
女
、
外

国
人
留
学
生
に
な
る
。

　
外
国
人
留
学
生
の
採
用
で
よ
く

言
わ
れ
る
価
値
観
の
違
い
は
、
彼

ら
が
日
本
の
大
学
で
学
ぶ
中
、
多

く
が
解
消
さ
れ
て
い
る
。
日
本
文

化
に
理
解
を
示
す
人
は
言
葉
の
障

壁
が
低
く
、
セ
ン
ス
も
高
い
。
離

職
率
は
大
学
に
引
き
抜
か
れ
る
な

ど
前
向
き
な
退
職
を
除
け
ば
、
ほ

ぼ
ゼ
ロ
だ
。
「
外
国
人
の
方
が
目

標
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
こ
の

ま
ま
な
ら
日
本
人
は
負
け
て
し
ま

う
」

今
尾
常
務

。

ベトナム人社員育成中農製作所
　
中
農
製
作
所

大

阪
府
東
大
阪
市

は
、
ベ
ト
ナ
ム
人
ス

タ
ッ
フ
の
育
成
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
２

０
０
４
年
か
ら
ベ
ト

ナ
ム
人
研
修
生
を
受

け
入
れ
、

年
に
現

地
の
工
科
大
学
を
卒

業
し
た
ベ
ト
ナ
ム
人

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
雇
用

に
切
り
替
え
た
。
西

島
大
輔
社
長
は
、

「
仕
事
を
覚
え
た
研

修
生
を
３
年
で
ベ
ト

ナ
ム
に
帰
す
の
は
惜

し
い
と
感
じ
た
」
と

理
由
を
述
べ
る
。

　
と
は
い
え
、
最
初

か
ら
順
風
満
帆
に
進

ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
言
葉

の
細
か
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
伝
わ
ら

な
い
な
ど
の
葛
藤
が
日
本
人
社
員

か
っ
と
う

と
の
間
に
あ
っ
た
が
、
時
間
を
か

け
て
乗
り
越
え
た
。
ベ
ト
ナ
ム
人

社
員
は
、
日
本
人
社
員
の
指
導
の

も
と
で
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

Ｍ
Ｃ

や
数
値
制
御

Ｎ
Ｃ

旋
盤
を
使
っ
た
加
工
を
習
得
。
現

在
で
は
、
現
場
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ

て
他
の
ベ
ト
ナ
ム
人
社
員
を
引
っ

張
る
者
も
い
る
。

　

年
に
開
い
た
社
内
の
宿
泊
研

修
で
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の
社
員
か
ら

ベ
ト
ナ
ム
に
進
出
し
た
い
と
い
う

声
が
出
た
。
そ
れ
に
応
じ
、
西
島

社
長
は
リ
サ
ー
チ
を
開
始
。
阪
和

化
工
機

大
阪
市
東
淀
川
区

の

ベ
ト
ナ
ム
工
場
敷
地
内
を
間
借
り

す
る
形
で
、

年
５
月
に
現
地
事

務
所
を
開
設
し
た
。
同
社
で
育
て

た
ベ
ト
ナ
ム
人
社
員
を
送
り
込
ん

で
対
応
す
る
。
「

ベ
ト
ナ
ム
人

社
員
は

日
本
で
技
能
を
身
に
つ

け
て
い
る
た
め
、
現
地
企
業
に
引

き
抜
き
を
持
ち
か
け
ら
れ
る
こ
と

も
あ
る
」

西
島
社
長

と
い

う
。

　
モ
ノ
づ
く
り
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
す
る
な
か
、

力
強
い
成
長
を
続
け
る
ア
ジ
ア
市
場
の
開
拓
は
関
西
中

小
企
業
に
と
っ
て
も
関
心
が
高
い
。
一
方
で
、
中
小
企

業
の
海
外
進
出
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
人
材

の
活
用
や
育
成
が
不
可
欠
。
そ
う
し
た
な
か
、
中
小
企

業
の
海
外
展
開
に
は
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
面
で
高
い

ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。
９
月
４
日
に
近
畿
経
済
産
業
局
が

開
い
た
「
中
小
企
業
の
海
外
人
財
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」
で

事
例
発
表
し
た
中
農
製
作
所

大
阪
府
東
大
阪
市

、

を
く
だ
屋
技
研

堺
市
美
原
区

、
ナ
ガ
オ
カ

大
阪

府
泉
大
津
市

は
、
そ
の
壁
を
乗
り
越
え
て
外
国
人
留

学
生
や
外
国
人
を
採
用
し
、
今
で
は
彼
ら
が
自
社
の
海

外
展
開
の
中
核
を
担
う
人
材
に
ま
で
成
長
し
た
。
各
社

の
成
功
の
共
通
点
は
海
外
展
開
に
お
い
て
全
て
が
そ
ろ

わ
な
い
な
か
人
材
の
活
用
と
育
成
に
重
点
を
置
い
た
こ

と
。
３
社
の
海
外
人
材
活
用
術
を
追
っ
た
。関西からの提言“２０１４”
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